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小
松
切
『
拾
遺
抄
』
の
性
格

立　

石　

大　

樹

は
じ
め
に

　

三
番
目
の
勅
撰
和
歌
集
『
拾
遺
和
歌
集
』
は
、
藤
原
公
任
に
よ
る
『
拾

遺
抄
』
を
ベ
ー
ス
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
拾
遺
抄
』
十
巻

を
、
花
山
院
が
『
拾
遺
和
歌
集
』
二
十
巻
に
増
補
・
改
訂
し
成
立
し
た
、

と
い
う
関
係
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
定
着
し
て
い
る）

1
（

。

　

そ
の『
拾
遺
和
歌
集
』
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
『
拾
遺
抄
』
の
諸
本
分
類
は
、

片
桐
洋
一
氏
に
詳
し
い）

2
（

。
片
桐
氏
の
分
類
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

一
、
流
布
本
系
統
（
島
根
大
学
図
書
館
本
）

　
　

二
、
異
本
Ａ
系
統
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
）

　
　

二
、
異
本
Ｂ
系
統
（
静
嘉
堂
文
庫
貞
和
三
年
奥
書
本
）

こ
の
分
類
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
段
階
で
の
も
の
だ
が
、
片
桐
氏
は
こ
の

三
類
の
ほ
か
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
伝
源
承
筆
残
欠
本
と
古
筆
切
も
数
種
類

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
流
布
本
系
統
の
島
根
大
学
図
書
館
本
の
親

本
が
出
現
し
た
り
、
古
筆
切
も
豊
富
に
発
掘
さ
れ
た
り
し
、
研
究
環
境
も

大
き
く
進
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
中
で
も
、
古
筆
切
に
お
い
て
は
小
松
茂
美

氏
『
古
筆
学
大
成）

3
（

』
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
資
料
の
数
が
増
大
し
た
。『
古
筆

学
大
成　

7
』
の
分
類
名
に
従
っ
て
列
挙
す
れ
ば
、

①
伝
藤
原
伊
経
筆　

尼
子
切
拾
遺
抄　

②
伝
源
俊
頼
筆　

下
絵
拾
遺

抄
切　

③
伝
源
俊
頼
筆　

拾
遺
抄
切
（
一
）　

④
伝
源
俊
頼
筆　

拾

遺
抄
切
（
二
）　

⑤
伝
藤
原
定
頼
筆　

下
絵
拾
遺
抄
切　

⑥
伝
藤
原

公
任
筆　

拾
遺
抄
切
（
一
）　

⑦
伝
藤
原
公
任
筆　

拾
遺
抄
切
（
二
）　

⑧
伝
坊
門
局
筆　

小
松
切
拾
遺
抄　

⑨
伝
源
頼
政
筆　

拾
遺
抄
切　

⑩
伝
後
京
極
良
経
筆　

拾
遺
抄
切　

⑪
伝
三
条
公
忠
筆　

拾
遺
抄
切　

⑫
伝
藤
原
道
俊
筆　

拾
遺
抄
切　

⑬
伝
後
醍
醐
天
皇
筆　

拾
遺
抄
切　
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⑭
作
者
未
詳　

拾
遺
抄
切

の
実
に
十
四
種
も
の
『
拾
遺
抄
』
の
断
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も

①
〜
⑦
は
平
安
時
代
の
書
写
に
な
る
。

　

さ
て
、
こ
の
う
ち
本
稿
で
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
断
簡
数
が
確
認
さ
れ

る
⑧
の
伝
坊
門
局
筆
と
伝
わ
る
小
松
切
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

も
ち
ろ
ん
、
小
松
切
を
単
独
で
扱
う
の
で
は
な
く
、
①
〜
⑦
の
平
安
書
写

の
古
筆
切
も
重
な
る
部
分
は
参
考
に
し
、
小
松
切
が
持
つ
本
文
的
性
格
の

一
端
を
み
て
み
た
い
と
考
え
る
。

一　

小
松
切
に
つ
い
て

　
『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
の
坊
門
局
の
項
目
に
は
「
小
松
切　

四
半
拾
遺
哥

二
行
書
」
と
み
え
る
。
坊
門
局
は
伝
称
筆
者
の
域
を
出
ず
、
坊
門
局
の
真

筆
で
あ
る
『
唯
心
房
集
』
の
筆
跡
と
比
較
し
て
も
同
筆
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
た
だ
し
、
書
写
年
代
は
古
く
鎌
倉
時
代
の
初
期
か
ら
中
期
頃
と
み
ら

れ
る
。『
古
筆
学
大
成　

7
』
に
二
十
八
葉
も
の
多
く
が
収
め
ら
れ
る
が
、

諸
書
に
も
み
ら
れ
、
稿
者
が
現
在
（
平
成
二
十
七
年
九
月
段
階
）、
確
認
し

得
た
断
簡）

4
（

を
一
覧
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
歌
番
号
は
新
編
国
歌

大
観
番
号
に
拠
っ
た
）。

番
号

巻

部
位

書
写
内
容

備
考

所
在

1

巻
第
一

春

23
〜
25

大
成

2

37
〜
40
詞
書

影
印

3

巻
第
二

夏

55
〜
56

大
成

4

57
〜
58
・
60
歌
途
中

59
脱

5

80
〜
82
作
者

6

巻
第
三

秋

87
〜
89
詞
書
途
中

7

89
詞
書
途
中
・
589
・
90
歌
途
中

8

91
〜
93

書
と
紙

9

102
〜
104
・
106
詞
書
途
中

105
脱

大
成

10

116
歌
〜
118

目
録

11

巻
第
四

冬

134
〜
136

古
筆
切
集

12

巻
第
五

賀

173
〜
174

大
成

13

175
詞
書
途
中
〜
177

14

187
詞
書
途
中
〜
190
詞
書
途
中

影
印

15

巻
第
六

別

194
〜
195

大
成

16

203
〜
205

17

224

18

233
歌
途
中
〜
236

続
入
門

19

巻
第
七
恋
上
276
〜
278

大
成

20

巻
第
八
恋
下
353
〜
354

21

巻
第
九
雑
上

384
作
者
〜
385

22

388
作
者
〜
390
詞
書
途
中

23

418
〜
420
歌
途
中

24

425

25

430
〜
431
歌
途
中

26

440
〜
441

27

450
〜
451
詞
書
途
中

28

451
詞
書
途
中
〜
453
作
者

資
料
集
5

29

454
詞
書
途
中
〜
455
歌
途
中

大
成

30

459
〜
461
詞
書
途
中

31

473
歌
途
中
〜
475

影
印

32

巻
第
十
雑
下

497
〜
499
詞
書

大
成

33

517
〜
519
詞
書

34

584
詞
書
途
中
〜
550

35

566
作
者
〜
568
詞
書
途
中

567
以
降
流
布
本
無

36

572
詞
書
途
中
〜
574
詞
書
途
中
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以
上
、
見
落
と
し
も
あ
ろ
う
が
、
管
見
に
入
っ
た
三
十
六
葉
を
本
稿
で

の
考
察
の
対
象
と
す
る
。
巻
に
よ
っ
て
伝
存
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、

全
巻
に
渡
っ
て
断
簡
が
確
認
さ
れ
る
。
今
後
も
、
ツ
レ
の
出
現
が
期
待
さ

れ
る
。

　

さ
て
、
配
列
に
つ
い
て
み
る
と
、
断
簡
番
号
4
で
は
五
九
番
歌
が
、
断

簡
番
号
9
で
は
一
〇
五
番
歌
が
諸
本
と
の
比
較
か
ら
脱
落
し
て
い
る
よ
う

に
み
え
る
。
そ
の
他
は
独
自
の
配
列
な
ど
は
断
簡
の
中
か
ら
は
確
認
さ
れ

な
い
。
た
だ
し
、
流
布
本
が
五
六
七
番
歌
以
下
を
そ
っ
く
り
欠
い
て
い
る

の
に
対
し
、
小
松
切
は
異
本
系
統
同
様
持
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

小
松
切
は
、
形
態
の
上
で
は
異
本
系
統
に
属
す
か
と
思
わ
れ
る
。

　

小
松
切
は
、
既
に
片
桐
氏
、
小
松
氏
に
よ
っ
て
異
本
系
統
と
し
て
の
指

摘
が
あ
る
。
片
桐
氏
は
、「
強
い
て
言
え
ば
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
系
統
が
も

っ
と
も
近
い
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

と
、
異
本
Ａ
系
統
と
は
い
え
な
く
と
も
近
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
小
松
氏

は
、「
大
筋
に
お
い
て
『
宮
内
庁
書
陵
部
本
』（
御
所
本
）
に
近
似
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
が
、
子
細
に
異
同
を
追
う
と
、
か
な
ら
ず
し
も
伝
本

の
相
互
関
係
を
明
示
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」
と
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
流
布
本
に
対
し
、
異
本
系
統
で
は
あ
る
が
、
俄
か
に
そ
の
系
統
を
明

ら
か
に
は
し
得
な
い
、
と
い
う
の
が
今
日
の
小
松
切
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
片
桐
氏
の
段
階
で
は
五
葉
だ
っ
た
小
松
切
も
約
七
倍
の
三
十

六
葉
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
度
、
検
証
の
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

位
置
づ
け
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
そ
の
本
文
的
性
格
に
つ
い
て
幾
つ

か
考
察
し
た
こ
と
を
以
下
に
述
べ
て
み
た
い
。

二　

作
者
名
表
記
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
小
松
切
の
作
者
名
表
記
を
確
認
し
た
い
。
主
だ
っ
た
作
者
名
表

記
の
諸
本
間
の
異
同
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

歌
番
号

小
松
切

異
本
Ａ
系
統

異
本
Ｂ
系
統

流
布
本

23

よ
み
人
し
ら
す

読
人
不
知

読
人
不
知

読
人
不
知

37

よ
み
人
し
ら
す

読
人
不
知

読
人
不
知

読
人
不
知

55

帯
刀
長
源
重
之

順

源
重
之

源
重
之

56

盛
明
王

盛
明
親
王

盛
明
親
王

盛
明
親
王

57

平
公
實

判
官
代
公
誠

判
官
代
平
公
城

判
官
代
公
誠

82

無
名

読
人
不
知

読
人
不
知

読
人
不
知

89

恵
京
法
師

恵
京
法
師

恵
慶
法
師

恵
慶
法
師

103

無
名

読
人
不
知

読
人
不
知

読
人
不
知

188

藤
原
伊
衡
朝
臣

藤
原
伊
衡
朝
臣

藤
原
伊
衡

藤
原
伊
衡
朝
臣

189
小
野
宮
お
ほ
い
ま
う
ち
き
み

小
野
宮
大
臣

小
野
宮
太
政
大
臣

小
野
宮
大
臣

195

ナ
シ

読
人
不
知

ナ
シ

ナ
シ

224

恵
慶
法
師

恵
京
法
師

恵
慶
法
師

恵
慶
法
師

276

読
人
不
知

読
人
不
知

読
人
不
知

よ
み
人
し
ら
す

384

一条
摂
政

一条
摂
政
太
政
大
臣

一条
摂
政

一条
摂
政

385

源
も
ろ
の
ふ

源
の
ひ
ろ
の
ふ

源
ひ
ろ
の
ふ
朝
臣

源
博
雅
朝
臣

388

右
衛
門
か
み
公
任

右
衛
門
督
公
任
朝
臣

右
衛
門
督
公
任

右
衛
門
督
公
任
朝
臣
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歌
番
号

小
松
切

異
本
Ａ
系
統

異
本
Ｂ
系
統

流
布
本

431

大
和
守
藤
原
忠
房

ナ
シ

大
和
守
藤
原
忠
房

大
和
守
藤
原
忠
房

452

読
人
不
知

読
人
不
知

読
人
不
知

よ
み
人
し
ら
す

472

ナ
シ

き
の
す
け
と
き

紀
佐
時

紀
輔
時

497

中
務
卿
具
平

中
務
卿
具
平
親
王

中
務
卿
具
平
親
王

中
務
卿
具
平
親
王

548
小
野
宮
の
大
ま
う
ち
君

小
野
宮
太
政
大
臣

を
のヽ
宮
左
大
臣

小
野
宮
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君

566

読
人
不
知

よ
み
人
し
ら
す

読
人
不
知

読
人
不
知

573

保
胤

大
内
記
慶
滋
保
胤

大
内
記
慶
滋
保
胤

大
内
記
慶
滋
保
胤

一
見
し
て
、
独
自
な
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
八
二

番
歌
、
一
〇
三
番
歌
に
み
ら
れ
る
「
無
名
」
で
あ
る
。
諸
本
い
ず
れ
も
「
読

人
不
知
」
と
あ
る
。
珍
し
い
作
者
名
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
小
松
切
の
書

写
者
は
「
読
人
不
知
」
を
「
無
名
」
と
表
記
す
る
方
針
だ
っ
た
の
か
と
い

え
ば
、
小
松
切
に
は
「
読
人
不
知
（
よ
み
人
し
ら
す
）」
の
表
記
も
あ
り
、

統
一
さ
れ
ず
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
無
名
」
の
作
者
名
表
記

に
つ
い
て
は
、
金
石
哲
氏）

5
（

が
、

書
き
分
け
は
美
術
的
な
効
果
を
狙
っ
た
表
記
上
の
違
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
ま
た
或
い
は
「
無
名
」
と
あ
る
の
は
小
松
切
が
写
し
た
粗
（
マ
マ
）本

に
作
者
名
表
記
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
述
べ
ら
れ
る
。
美
術
的
効
果
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
親
本
に
本
来
あ

る
べ
き
「
読
人
不
知
」
の
作
者
名
表
記
が
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
た
可
能

性
は
考
え
得
る
か
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
い
え
な
い
。

と
も
か
く
小
松
切
独
自
の
表
記
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
五
五
番
歌
「
帯
刀
長
源
重
之
」
は
諸
本
に
な
い
「
帯
刀
長
」

を
表
記
す
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
で
確
認
し
て
も
、
小
松
切
独
自
表
記
で
あ

る
。
ま
た
、
五
七
番
歌
「
平
公
實
」、
三
八
五
番
歌
「
源
も
ろ
の
ぶ
」、
五

七
三
番
歌
「
保
胤
」
な
ど
独
自
表
記
が
目
立
つ
。
よ
っ
て
、
作
者
名
表
記

か
ら
俄
か
に
系
統
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
小
松
切
は
流
布
本
ば
か

り
で
な
く
、
そ
の
他
異
本
と
も
対
立
す
る
独
自
な
作
者
名
表
記
を
有
し
て

い
る
と
い
え
る
。
な
お
、
そ
の
他
を
見
て
も
必
ず
し
も
き
れ
い
に
異
本
Ａ

系
統
↓
異
本
Ｂ
系
統
↓
流
布
本
と
説
明
の
つ
か
な
い
も
の
も
あ
り
、
お
そ

ら
く
は
伝
播
の
過
程
で
様
々
な
他
系
統
と
の
接
触
や
書
写
者
に
よ
る
改
変

な
ど
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
、
本
文
に
立
ち
入
っ
て

小
松
切
の
性
格
を
み
て
い
き
た
い
。

三　

小
松
切
の
本
文
に
つ
い
て
①　

―
異
本
の
本
文
―

　

で
は
、
ま
ず
小
松
切
が
流
布
本
と
は
異
な
っ
て
異
本
系
統
を
示
す
本
文

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

四
〇
番
歌
の
詞
書
を
小
松
切
で
翻
刻
し
て
示
す
と
（
作
者
・
和
歌
部
分

ナ
シ
）、
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あ
は
れ
て
人
も
侍
ら
さ
り
け
る
い
ゑ
に
さ
く

ら
の
は
な
の
さ
き
て
侍
け
る
を
見
て

と
あ
る
。
冒
頭
「
あ
は
れ
て
」
は
諸
本
こ
ぞ
っ
て
「
あ
れ
は
て
ゝ
」
と
あ

り
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
。
傍
線
部
「
侍
ら
さ
り
け
る
い
ゑ
に
」
は
流
布

本
で
は
「
は
へ
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
」
と
あ
る
。
一
方
、
異
本
Ａ
系
統
「
侍
ら

さ
り
け
る
家
ニ
」、
Ｂ
系
統
「
侍
ら
さ
り
け
る
家
に
」
と
あ
る
他
、
尼
子

切
、
俊
頼
下
絵
切
な
ど
と
小
松
切
は
一
致
し
て
お
り
、
流
布
本
と
対
立
し

異
本
系
統
の
本
文
に
一
致
す
る
。
な
お
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
も
こ
の
歌
は

六
十
二
番
歌
と
し
て
収
載
さ
れ
る
が
、
定
家
本
・
異
本
系
統
す
べ
て
小
松

切
は
じ
め
異
本
『
拾
遺
抄
』
本
文
に
一
致
す
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
定

家
本
で
本
文
を
示
す
と
詞
書
全
体
は
「
あ
れ
は
て
ゝ
人
も
侍
ら
さ
り
け
る

家
に
さ
く
ら
の
さ
き
み
た
れ
て
侍
け
る
を
見
て
」
と
あ
っ
て
、『
拾
遺
抄
』

に
は
な
い
「
さ
く
ら
の
さ
き
み
た
れ
」
た
い
う
内
容
が
含
ま
れ
、
相
違
は

み
ら
れ
る
が
異
本
系
統
の
『
拾
遺
抄
』
本
文
か
ら
発
展
し
た
と
可
能
性
が

考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
五
七
番
歌
は
、

夏
は
し
め
に
よ
み
侍
け
る
哥

 

盛
明
王　
　
　
　
　

は
な
と
ち
る
い
と
ひ
し
も
の
を
な
つ
こ
ろ
も
た
つ
や
お
そ

き
と
か
せ
を
ま
つ
か
な

と
あ
る
。
書
写
形
式
で
あ
る
が
、
和
歌
本
文
が
小
松
切
は
一
首
二
行
書
で

あ
る
。
た
だ
し
、
鎌
倉
時
代
中
期
ま
で
見
ら
れ
る
古
い
書
写
形
式
で
あ
る

一
行
目
が
上
句
、
二
行
目
が
下
句
で
分
か
れ
な
い
形
式
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
形
式
は
散
見
し
、
小
松
切
の
書
写
が
鎌
倉
中
期
以
前
に
求
め
ら
れ
る

根
拠
に
な
ろ
う
。

　

さ
て
、
詞
書
本
文
「
夏
は
し
め
に
よ
み
侍
け
る
哥
」
と
あ
る
が
、
流
布

本
は
「
夏
の
は
し
め
に
」
と
あ
っ
て
対
立
す
る
。
完
全
に
一
致
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
異
本
系
統
は
「
夏
の
は
し
め
に
よ
み
侍
け
る
」
と
あ
っ
て
、

小
松
切
は
異
本
系
統
寄
り
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な

お
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
も
八
十
二
番
歌
と
し
て
見
え
る
が
『
拾
遺
抄
』
の

異
本
系
統
の
詞
書
に
一
致
し
て
い
る
。
先
の
例
と
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
い

え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
八
九
番
歌
の
詞
書
で
は
小
松
切
が
、

山
さ
と
の
か
き
ね
の
う
の
は
な
に
う
く
ひ
す

の
な
き
け
る
を
き
ゝ
て

 

平
公
實　
　
　
　
　

う
の
は
な
を
ち
り
に
し
む
め
に
か
か
へ
て
や
夏
の
か

き
ね
に
う
く
ひ
す
の
な
く

と
あ
る
。
傍
線
部
「
な
き
け
る
を
き
ゝ
て
」
は
流
布
本
が
「
な
き
侍
け
る

に
」
と
あ
る
が
、
異
本
系
統
は
す
べ
て
小
松
切
に
一
致
す
る
と
い
っ
た
次
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第
で
、
以
下
省
略
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
て
小
松
切
は
異
本
系
統

の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
可
能
性
を
示
す
な
ら
ば
、
小
松
切
の
本
文
は
異
本
系
統
の
Ａ

系
統
よ
り
は
Ｂ
系
統
の
本
文
に
寄
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
二

五
番
歌
は
小
松
切
で
は

菅
家
万
葉
集
に

あ
さ
み
と
り
野
へ
の
か
す
み
は
つ
ゝ
め
と
も
こ
ほ
れ
て
に
ほ
ふ

花
さ
く
ら
か
な

と
あ
る
。
傍
線
部
「
花
さ
く
ら
か
な
」
と
あ
る
が
、
異
本
Ａ
系
統
で
は
「
山

さ
く
ら
哉
」
と
あ
っ
て
、
一
致
す
る
の
は
異
本
Ｂ
系
統
と
流
布
本
と
い
っ

た
次
第
で
あ
る
。『
拾
遺
抄
』
本
文
は
異
本
Ａ
系
統
か
ら
Ｂ
系
統
、
Ｂ
系
統

か
ら
流
布
本
の
順
に
変
遷
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

小
松
切
は
そ
の
変
遷
の
Ｂ
系
統
以
降
の
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
そ
こ
で
平
安
朝
の
書
写
に
な
る
伝
藤
原
公
任
筆
切
に
該
当
部
が

残
る
た
め
確
認
す
る
と
「
山
桜
か
な
」
と
あ
っ
て
、
平
安
朝
本
文
と
異
本

Ａ
系
統
は
一
致
し
て
お
り
、『
拾
遺
抄
』
編
集
初
期
の
段
階
で
は
「
山
さ
く

ら
」
で
あ
っ
た
も
の
が
後
に
「
花
さ
く
ら
」
に
改
変
さ
れ
た
と
み
る
こ
と

が
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
四
〇
番

歌
に
収
載
さ
れ
る
が
、「
花
さ
く
ら
哉
」
と
あ
っ
て
、『
拾
遺
抄
』
の
異
本

Ｂ
系
統
以
降
の
本
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

又
、
小
松
切
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
。
八
二
番
歌
の
詞
書

は
小
松
切
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
和
歌
部
分
ナ
シ
）。

つ
き
な
み
の
屏
風
に
た
ひ
人
の
木
の
か
け
に

や
す
み
た
る
に

 

無
名　
　
　
　
　

こ
の
部
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
本
挙
げ
て
み
た
い
。

（
異
本
Ａ
）

月
令
の
御
屏
風
に
た
ひ
人
き
の
か
け
に
や
す
み
た
る
所

（
異
本
Ｂ
）

月
次
御
屏
風
に
た
ひ
人
の
な
つ
山
の
き
の
か
け
に
や
す
み
た
る
と
こ

ろ
に

（
源
承
残
欠
本
）

月
次
の
御
屏
風
に
た
ひ
人
の
木
の
か
け
に
や
す
み
た
る
所
を

（
俊
頼
筆
切
一
）

つ
き
な
み
の
屏
風
に
た
ひ
ゝ
と
の
木
の
か
け
に
や
す
み
た
る
所
を

（
流
布
本
）

月
な
み
の
御
屏
風
に
た
ひ
人
木
の
か
け
に
や
す
む

と
あ
る
。
小
松
切
と
流
布
本
は
「
所
（
と
こ
ろ
）」
を
欠
く
。
流
布
本
が

「
や
す
む
」
と
終
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
小
松
切
は
「
や
す
み
た
る
に
」
と

異
本
Ｂ
系
統
に
近
い
書
き
方
で
あ
る
。
小
松
切
は
流
布
本
に
は
至
っ
て
い
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な
い
も
の
の
、
異
本
Ｂ
系
統
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
文
と
み
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
諸
本
こ
ぞ
っ
て
「
女
四
の
み
こ
の
家

の
屏
風
に
」
と
い
う
詞
書
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、『
拾
遺
抄
』
と
『
拾
遺

和
歌
集
』
の
間
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
現
存
し
な
い
『
拾
遺
抄
』
で
は

そ
の
よ
う
な
本
文
の
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、『
拾
遺
抄
』
か
ら

『
拾
遺
和
歌
集
』
へ
の
増
補
・
改
訂
時
に
何
ら
か
の
資
料
等
に
よ
る
手
が
入

っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
。
他
出
を
確
認
す
る
と
、『
躬
恒

集
』
に
載
り
、
そ
こ
で
の
詞
書
は
「
ゑ
き
十
二
年
女
二
宮
の
御
屏
風
の
わ

か
な
へ
」
と
あ
っ
て
、『
拾
遺
抄
』『
拾
遺
和
歌
集
』
と
も
に
直
接
的
な
関

係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
八
八
番
歌
は
、
小
松
切
で
は
、

承
平
四
年
中
宮
の
御
賀
し
侍
け
る
時
屏
風

に 

藤
原
伊
衡
朝
臣　
　
　
　
　

み
そ
き
し
て
思
こ
と
を
そ
い
の
り
つ
る
や
を
よ
ろ
つ
よ
の
神

の
ま
に
〳
〵

と
あ
る
。
先
と
同
じ
よ
う
に
詞
書
部
分
を
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
本
挙
げ
て
み
る

と
、

（
異
本
Ａ
）

寛
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
時
の
屏
風
に

（
異
本
Ｂ
）

寛承
イ

平
四
年
中
宮
御
賀
時
屏
風
に

（
源
承
残
欠
本
）

承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
る
と
き
の
屏
風
に

（
公
任
筆
切
一
）

寛
平
四
年
中
宮
の
賀
し
は
へ
り
け
る
と
き
の
屏
風
に

（
流
布
本
）

承
平
四
年
中
宮
賀
し
侍
け
る
時
屏
風
（
に
）

と
あ
っ
て
、「
承
平
」
か
「
寛
平
」
か
で
揺
れ
が
あ
る
。
平
安
書
写
で
あ
る

公
任
筆
切
で
も
対
立
し
て
い
る
。
初
期
の
本
文
は
「
寛
平
」
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
残
欠
本
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
書
写
に
な
る
と
み
ら
れ
る
が
、
小

松
切
や
流
布
本
に
一
致
す
る
。
な
お
、『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
二
九
三
番
歌

に
載
る
が
、
諸
本
す
べ
て
「
承
平
四
年
中
宮
の
賀
し
侍
け
る
屏
風
」
と
あ

っ
て
「
承
平
」
で
一
致
し
て
い
る
。
承
平
四
年
に
は
藤
原
穏
子
五
十
賀
が

確
認
さ
れ
る
が
、
寛
平
四
年
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
「
寛
平
」

と
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
誤
り
に
気
付
い
て
訂
正
し
た
箇
所
と
み
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
小
松
切
は
流
布
本
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、

Ｂ
系
統
に
み
ら
れ
る
「
御
賀
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
り
と
、
異
本
Ｂ

系
統
と
流
布
本
の
中
間
的
な
要
素
が
確
認
さ
れ
る
。

　

断
簡
で
あ
り
、
比
較
対
象
箇
所
が
少
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
以
上
の
こ
と
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は
い
え
な
い
が
、
小
松
切
は
異
本
系
統
の
本
文
を
有
し
な
が
ら
異
本
Ａ
系

統
よ
り
は
Ｂ
系
統
、
Ｂ
系
統
よ
り
は
そ
れ
以
降
の
流
布
本
と
の
中
間
的
要

素
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
に
こ
こ
で
は
留
め
て
お
き

た
い
。

四　

小
松
切
の
本
文
②　

―
流
布
本
の
本
文
―

　

さ
て
、
小
松
切
が
異
本
系
統
の
形
態
・
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
み

て
き
た
。
中
で
も
、
異
本
系
統
と
流
布
本
の
中
間
的
性
格
が
み
ら
れ
る
こ

と
を
確
認
し
た
わ
け
だ
が
、
次
に
異
本
系
統
と
対
立
し
な
が
ら
流
布
本
に

一
致
す
る
例
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

二
七
八
番
歌
は
小
松
切
で
は
、

わ
ひ
ぬ
れ
は
つ
ね
は
ゆ
ゝ
し
き
た
な
は
た
も
う
ら
や
ま
れ

ぬ
る
も
の
に
さ
り
け
る

と
あ
る
。
傍
線
部
「
も
の
に
さ
り
け
る
」
は
流
布
本
に
一
致
す
る
。
一
方
、

異
本
Ａ
系
統
は
「
物
に
そ
有
け
る
」、
異
本
Ｂ
系
統
は
「
も
の
に
そ
あ
り
け

る
」
と
あ
っ
て
、
小
松
切
は
異
本
で
は
な
く
流
布
本
に
至
っ
て
い
る
。『
拾

遺
和
歌
集
』
に
は
七
七
三
番
歌
に
載
る
が
そ
こ
で
は
「
物
に
そ
有
け
る
」

と
あ
っ
て
『
拾
遺
抄
』
の
異
本
系
統
の
本
文
に
一
致
し
て
い
る
。「
に
さ

り
」
は
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
「
に
」
＋
強
意
の
係
助
詞

「
ぞ
」
＋
ラ
変
動
詞
「
あ
り
」
の
連
用
形
「
あ
り
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

「
に
ぞ
あ
り
」
が
縮
ま
っ
て
「
に
ざ
り
」
に
な
っ
た
も
の
だ
が
、
七
音
「
も

の
に
ざ
り
け
る
」
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
八
音
「
物
に
ぞ
有
け
る
」
に
編
纂
の
段

階
で
直
す
必
要
を
感
じ
ら
れ
な
い
。
縮
ま
る
前
の
形
が
元
来
の
形
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
小
松
切
や
流
布
本
は
異
本
Ｂ
系
統
以
後
の
改
変
が

加
わ
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
小
松
切
は
異
本

の
本
文
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
流
布
本
に
も
一
致
す
る
場
合
が
み
ら
れ
る
。

　

小
松
切
と
流
布
本
が
一
致
す
る
場
合
、
最
も
多
い
の
が
次
の
よ
う
な
例

で
あ
る
。
八
〇
番
歌
は
小
松
切
で
は
「
た
い
よ
み
人
し
ら
す
」
と
あ
る
が
、

異
本
系
統
は
「
題
不
知　
　

読
人
不
知
」
と
あ
っ
て
詞
書
と
作
者
名
が
離

れ
て
書
か
れ
る
。
流
布
本
は
「
た
い
よ
み
ひ
と
し
ら
す
」
と
あ
っ
て
小
松

切
は
流
布
本
に
一
致
し
て
い
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
一
二
五
番
歌
に
載

る
が
、
異
本
系
統
の
書
き
方
に
一
致
す
る
。
他
に
も
、
二
〇
五
番
歌
が
小

松
切
で
は
「
題
読
人
不
知
」
と
あ
る
が
異
本
系
統
お
よ
び
『
拾
遺
和
歌
集
』

は
八
〇
番
歌
同
様
の
対
立
を
み
せ
る
。
流
布
本
は
「
た
い
よ
み
ひ
と
し
ら

す
」
と
あ
っ
て
、
小
松
切
は
流
布
本
に
一
致
し
て
い
る
。
同
様
な
例
は
他

に
三
五
三
番
歌
、
四
一
八
番
歌
に
も
い
え
、
流
布
本
と
小
松
切
の
み
が
一

致
す
る
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
小
松
切
は
形
態
も
五
六
七
番
歌
以
降

を
持
ち
、
異
本
本
文
を
有
し
て
は
い
る
が
、
流
布
本
と
異
本
系
統
と
の
中

間
的
性
格
を
指
摘
で
き
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
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僅
か
な
断
簡
の
中
か
ら
断
定
は
避
け
る
べ
き
だ
が
、『
拾
遺
抄
』
異
本
Ｂ

系
統
以
降
、
流
布
本
以
前
の
姿
を
留
め
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、『
拾
遺
和
歌
集
』
は
『
拾
遺
抄
』
異
本
系
統
に
拠
っ
た
と
み

ら
れ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
が
、
小
松
切
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
摂
取
さ
れ

た
『
拾
遺
抄
』
異
本
系
統
本
文
以
降
の
流
布
本
ま
で
の
本
文
の
動
き
を
表

し
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

単
純
に
過
ぎ
る
が
、
図
示
す
る
と
、

と
、
現
在
の
諸
本
分
類
の
中
に
小
松
切
を
置
い
た
場
合
、
想
定
で
き
る
可

能
性
は
あ
る
か
と
思
う
。

　

た
だ
し
、
こ
う
き
れ
い
に
説
明
の
つ
か
な
い
箇
所
も
あ
る
。
例
え
ば
、

四
五
五
番
歌
の
詞
書
は
、
小
松
切
で
は
、

男
侍
り
け
る
女
を
せ
ち
に
け
さ
う
し
侍
て
あ
る
を
と
こ
の
つ
か
は
し

け
る

と
あ
る
。
諸
本
挙
げ
る
と
、

（
異
本
Ａ
系
統
）、

お
と
こ
侍
け
る
女
を
せ
ち
に
け
さ
う
し
侍
て
あ
る
を
と
こ
の
つ
か
は

し
け
る

『
抄
』
異
本
Ａ
系
統　
　
『
抄
』
異
本
Ｂ
系
統　
　

小
松
切　
　
『
抄
』
流
布
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
拾
遺
和
歌
集
』

（
異
本
Ｂ
系
統
）

を
と
こ
の
あ
り
け
る
を
ん
な
の
せ
ち
に
け
さ
う
し
侍
て
あ
る
を
と
こ

の
つ
か
は
し
け
る

（
流
布
本
）

お
と
こ
も
た
り
け
る
女
ヲ
せ
ち
に
け
さ
う
し
侍
て
つ
か
は
し
け
る

と
あ
っ
て
、
小
松
切
は
む
し
ろ
流
布
本
や
異
本
Ｂ
系
統
に
対
立
し
、
初
期

と
考
え
ら
れ
る
異
本
Ａ
系
統
に
一
致
し
て
い
る
。『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
一

二
二
七
番
歌
に
載
る
が
、
定
家
本
・
異
本
第
一
系
統
が

お
と
こ
も
ち
た
る
女
を
せ
ち
に
け
さ
う
し
侍
て
あ
る
お
と
こ
の
つ
か

は
し
け
る

と
あ
り
、
異
本
第
二
系
統
が
、

お
と
こ
の
侍
け
る
女
を
し
の
ひ
て
け
さ
う
し
て
つ
か
は
し
け
る

と
あ
る
。
小
松
切
や
異
本
Ａ
系
統
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
異
本
第
二
系
統
に

近
く
、
流
布
本
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
定
家
本
に
近
い
よ
う
な
書
き
方
で

あ
る
。

　

ま
た
、
小
松
切
一
七
七
番
歌
の
和
歌
部
分
は

き
み
か
た
め
け
ふ
き
る
竹
の
つ
ゑ
な
れ
は
ま
た
つ
き
も
せ
ぬ
よ
ゝ
そ

こ
も
れ
る

と
あ
っ
て
、
傍
線
部
は
流
布
本
・
残
欠
本
が
「
よ
ゝ
そ
こ
も
れ
る
」、
異
本

Ａ
・
Ｂ
系
統
と
も
に
「
よ
ゝ
そ
こ
め
た
る
」
と
あ
り
、
異
本
系
統
と
対
立
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し
、
流
布
本
と
残
欠
本
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
先
の
例
と
同
様

な
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
の
例
と
は
異
な
っ
て
『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
、

二
八
〇
番
歌
に
載
る
が
、
定
家
本
は
じ
め
諸
本
「
世
ゝ
そ
こ
も
れ
る
」
と

あ
っ
て
、
小
松
切
、
流
布
本
に
一
致
し
て
い
る
。
異
本
系
が
『
拾
遺
和
歌

集
』
へ
受
け
継
が
れ
た
と
み
ら
れ
る
箇
所
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
反
対

の
例
で
あ
る
。
享
受
の
中
で
、
流
布
本
や
、
小
松
切
が
『
拾
遺
和
歌
集
』

か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
人
の
手
に
よ
る
写
本
に
よ
っ
て
文
学
作
品
が
享
受
さ
れ
る
文

化
で
あ
る
。
時
に
は
他
系
統
や
、
時
に
『
拾
遺
和
歌
集
』
と
の
接
触
を
経

て
校
訂
さ
れ
た
り
、
影
響
を
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
書
写
者
の
書
写
上
の

好
み
研
究
成
果
の
反
映
等
に
拠
っ
て
本
文
が
動
い
て
い
て
も
不
思
議
は
な

い
。
小
松
切
は
概
ね
、『
拾
遺
抄
』
異
本
系
統
の
本
文
を
示
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
そ
し
て
、
部
分
的
に
は
他
系
統
本
や
『
拾
遺
和
歌
集
』
と
の
接

触
の
跡
も
み
ら
れ
る
の
が
小
松
切
の
性
格
だ
と
、
現
段
階
で
は
仮
定
し
て

お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
に
も
か
く
に
も
更
な
る
ツ

レ
の
出
現
を
期
し
て
待
ち
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
小
松
切
は
、
作
者
名
な
ど
独
自
の
部
分
や
、
本
文
で
も
幾
つ
か

例
外
的
な
部
分
も
み
ら
れ
る
が
、
概
ね
異
本
系
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
、
流
布
本
系
統
の
本
文
に
一
致
す
る
箇
所
も
散
見
す
る
。

極
め
て
大
ま
か
だ
が
、
ま
と
め
る
と
、

①『
拾
遺
和
歌
集
』
へ
と
受
け
継
が
れ
た
の
は
、『
拾
遺
抄
』
の
異
本
系

統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る

②『
拾
遺
抄
』
流
布
本
と
『
拾
遺
和
歌
集
』
は
切
れ
て
い
る
場
合
が
み
ら

れ
る

③
異
本
系
本
文
を
多
く
持
ち
な
が
ら
、
小
松
切
は
流
布
本
に
一
致
す
る

場
合
が
ま
ま
あ
る

と
な
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
大
胆
に
仮
定
し
て
み
る
と
、
小
松
切
は
流
布
本
に

ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
異
本
Ｂ
系
統
以
降
と
流
布
本
の
間
に
収
ま
る

存
在
か
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
異
本
Ｃ
系
統
と
で
も
置
く
こ

と
が
で
き
よ
う
か
と
思
う
。

　

た
だ
し
、
例
外
に
つ
い
て
は
、
片
桐
氏
に
既
に
指
摘
が
あ
る
が
、

…
か
よ
う
ま
で
に
例
外
が
存
す
る
と
い
う
の
も
、「
集
」
は
「
抄
」
を

参
考
に
し
て
「
抄
」
の
本
文
の
影
響
を
受
け
、「
抄
」
は
ま
た
「
集
」

を
参
考
に
し
て
影
響
を
受
け
…
…
と
い
う
よ
う
に
お
互
い
に
影
響
し

あ
い
な
が
ら
享
受
さ
れ
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。「
拾
遺
抄
」
の
研
究

は
、
か
よ
う
な
実
情
を
十
分
に
承
知
し
て
、
一
本
を
見
る
だ
け
で
な
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く
、
幾
種
類
か
の
本
を
総
合
的
に
把
握
す
る
な
か
か
ら
、「
拾
遺
抄
」

的
な
も
の
を
見
き
わ
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
二
年
の
も
の
だ
が
、
古
筆
切
の
多
く
出
現
し

た
現
在
、
改
め
て
『
拾
遺
抄
』
本
文
を
総
合
的
に
把
握
す
る
必
要
性
が
出

て
き
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
小
松
切
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
今

後
は
さ
ら
に
他
の
古
筆
切
の
集
成
・
検
証
お
よ
び
写
本
の
再
検
証
を
含
め
、

『
拾
遺
抄
』
の
本
文
研
究
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
今
回
は

小
松
切
を
集
成
し
、
従
来
の
系
統
分
類
に
当
て
は
め
て
み
た
が
、『
拾
遺

抄
』
の
諸
本
分
類
は
、
相
当
複
雑
で
あ
り
、
従
来
の
分
類
で
は
説
明
の
つ

か
な
い
部
分
も
多
い
。
今
後
は
、
平
安
書
写
の
遺
品
な
ど
多
く
の
断
簡
を

集
成
し
、
ま
た
、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
古
筆
切
を
も
視
野
に
入
れ
て
複
合
的

に
、
改
め
て
従
来
の
『
拾
遺
抄
』
及
び
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
諸
本
分
類
を

再
考
し
て
み
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
注
〕

（
1
）　

早
く
は
塙
保
己
一
が
『
群
書
類
従
』
の
中
で
言
及
し
て
い
る
が
、

堀
部
正
二
氏
「
拾
遺
抄
及
び
拾
遺
集
の
成
立
に
就
い
て
の
考
察
」（
昭
和

十
一
年
『
国
語
国
文
』）、
三
好
英
二
氏
『
校
本
拾
遺
抄
と
そ
の
研
究
』

（
昭
和
十
九
年　

三
省
堂
）
に
よ
る
。

（
2
）　

片
桐
洋
一
氏
『
拾
遺
抄
』（
昭
和
五
十
二
年　

大
学
堂
書
店
）
に
よ

る
。
以
下
の
片
桐
氏
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
拠
る
。

（
3
）　

小
松
茂
美
氏
『
古
筆
学
大
成　

七
』（
平
成
元
年　

講
談
社
）。
以

下
の
小
松
氏
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
拠
る
。

（
4
）　

所
在
に
つ
い
て
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
。　
「
大
成
」
は
『
古
筆
学

大
成　

七
』
を
指
す
。
な
お
、
そ
の
他
の
諸
書
・
目
録
類
な
ど
に
み
え

な
が
ら
『
古
筆
学
大
成
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
断
簡
は
す
べ
て
「
大

成
」
を
所
在
と
し
た
。
そ
の
他
、「
影
印
」
は
久
曾
神
昇
氏
『
古
筆
切
影

印
解
説
Ⅱ　

六
勅
撰
集
編
』（
平
成
六
年
・
風
間
書
房
）、「
か
た
ば
み
」

は
石
澤
一
志
氏
、
久
保
木
秀
夫
氏
、
佐
々
木
孝
浩
氏
、
中
村
健
太
郎
氏

『
日
本
の
書
と
紙
』（
平
成
二
十
四
年　

三
弥
井
書
店
）、「
目
録
」
は
『
松

浦
伯
爵
家
並
某
家
蔵
品
展
観
入
札
』（
昭
和
九
年
十
月
）、「
古
筆
切
集
」

は
伊
井
春
樹
、
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
古
筆
切
集　

浄

照
坊
蔵
』（
昭
和
六
十
三
年　

和
泉
書
院
）、「
続
入
門
」
は
藤
井
隆
氏
、

田
中
登
氏
編
『
続
国
文
学
古
筆
切
入
門
』（
平
成
元
年　

和
泉
書
院
）、

「
資
料
集
5
」
は
田
中
登
氏
編
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集　

第
五
集
』

（
平
成
二
十
二
年　

思
文
閣
出
版
）
を
指
す
。
な
お
、
伊
井
氏
『
古
筆
切

資
料
集
成　

第
二
集
』（
平
成
元
年　

思
文
閣
出
版
）
に
は
『
加
藤
西
尾

両
氏
爵
家
御
蔵
器
入
札
』（
大
正
十
四
年
）
に
も
一
葉
有
る
と
の
こ
と
だ

が
、
未
見
の
為
、
一
覧
か
ら
は
除
外
し
た
。
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（
5
）　

金
石
哲
氏
「
拾
遺
抄
の
作
者
名
表
記
」（
平
成
十
四
年　
『
國
文
学
』

（
関
西
大
学
）
第
八
十
三
・
八
十
四
合
併
号
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
二
十
六
年
度
、
関
西
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
請

求
論
文
（『
三
代
集
の
基
礎
的
研
究
』）
の
一
部
を
再
考
し
改
稿
し
た
も
の

で
す
。
提
出
に
際
し
、
長
き
に
渡
り
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
田
中
登
先

生
、
副
査
の
任
を
お
受
け
下
さ
っ
た
山
本
登
郎
先
生
、
関
屋
俊
彦
先
生
に

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
た
て
い
し　

だ
い
き
／
本
学
東
西
学
術
研
究
所
非
常
勤
研
究
員
）


